




























































































































































うさぎ １１ １９ １
ひよこ １４ １８ １
４歳児
すみれ ２１ １７ １
たんぽぽ １９ ２０ １
５歳児
ばら ３０ ２１ １








































































































 表１ 全園児の項目ごとの表出数 
　項目 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計
思いやり 36 4 38 18 1 3 11 2 23 11 147
反対行動 21 10 2 1 6 0 1 5 13 13 72





































































































































































































（2008.12 4 歳児 2学期）
　これまでのＢ子は、遊びを終わらせられないこ
とに対して苛立ちを示していた。しかし、２学期
になると、Ａ子のことが理解できるようになって
きた。Ａ子がどんなことに興味をもっているのか、
なぜ遊びをやめられないのかが分かり、Ａ子の立
場に立って考えてあげることができるようになっ
てきた。
　Ｂ子の言葉が苛立ちから理解する気持ちへと変
わったことによって、Ａ子も変わってきた。
③事例３　
５歳児　項目10　その他（相手のハンディを
気遣う事例）
　修了式の練習やその雰囲気に戸惑い、周
囲の状況に構わず、座り込んだり、寝転ん
だりして体を落ち着けることができないＡ
男の姿に動じることなく、周囲の子どもた
ちはその姿を受け入れ、練習を続けた。相
手のできる範囲を認め、自分も精一杯の取
り組みを見せた。
　(2010 ５歳児３学期 )
 ５歳児３学期、まもなく修了式を迎える時期の
事例である。５歳児が全員で式の練習をしていた。
多くの子は静かな態度で練習に参加していたが、
ハンディをもつＡ男だけは落ち着かない態度だっ
た。動き回ったり物音を立てたりしていて、周囲
に迷惑をかけていることは明らかだった。
　しかし、周りの子どもたちはＡ男の態度を気に
かけることなく静かに見守っていた。このことが
じょじょにＡ男の気持ちを安定させていった。
６.　結果の考察
（１）　ＫＪ法でとらえた実態との比較から
　２０１２年７月、ＫＪ法による実態把握を行っ
た。担任６名と補助教員２名及び管理職が参加し、
園児の姿を多方面から拾い集めていった。その後、
集団討議を行い、以下の結果をまとめた。（一部）
　思いやりについて（生き物を含む）教員全員で
討議し、園児の実態を以下のように捉えた。
三浦友悦
図11  ＫＪ法による実態（一部）
（62）
１　優しく素直で、いろいろな人と進んで関わり、
感謝の心をもって生活している。
２　人に愛され守られていることを感じながら安
心の気持ちをもって過ごしているが、甘えや
依存、わがままな面も見受けれる。
３　自分のしたい気持ちを抑えられず生き物をむ
やみに殺したり目的もなく花を摘んだりする
姿がある。
４　相手によって挨拶をしたりしなかったりする
面があり、態度にむらがある。また、相手に
いやな思いをさせてしまう。
　
　ＫＪ法による結果は、今回の「思いやり観察行
動項目」による実態把握の内容とほぼ同じ傾向を
示していた。
　しかし、内容的には今回の方法が、ＫＪ法にお
けるものよりも具体的で事例に即して詳細を捉え
ていた。
　たとえば、ＫＪ法において、「思いやりにつな
がる「優しさ」ととらえたことの具体は、困って
いる子に声をかけようとする気持ちであり、相手
の性格やハンディなどを理解してあげようとする
気持ちであると捉えることができた。そして、こ
れらは、相手への援助、関心、気持ちの共有など
が表に現れたものであると、その精神的な働きの
構造も把握することができた。
（２）　留意したい、行動に表出した思いやりの気
持ち
　これまでは、Ｍ幼稚園の園児は、優しく、親切
で、人のことを考えてあげられる子どもたちが多
いと捉えられてきた。しかし、今回の方法で分析
した結果、少々違う面がいくつか見えてきた。併
せて、方法としても改善しなければならない面が
あることが見えてきた。
　その一つは、相手の気持ちをくんで行動できる
子どもが多いが、それができずに反対行動を起こ
す子も気にかかる程度にいるという事実である。
教師は判断を迫られ、多い方の印象をもとにして
しまうことが多い。しかし、「思いやり」は一人
一人の内面に育てたい課題であることから、この
実態を見る場合においては全体の把握で終わって
しまってはならない。一人一人にどのような気持
ちや心が育っているのか、あるいは育っていない
のかを見ることが重要である。今回の「思いやり
観察行動項目」を用いた方法では、行動事例を通
してそれらがより見えやすくなっており、今後方
法を検討する際のポイントになると思われる。
　また、生き物を平気で踏みつけたり、死んだ虫
を見て笑い転げて楽しんでいる子どもたちの姿が
より明確に浮かび上がってきた。これらの実態は、
ＫＪ法による把握においても指摘されていたこと
だが、この研究でもこの項目における反対行動の
数値が思いやり行動を上回っていたことが判明し、
鮮明に浮き上がったのである。
　さらに、項目２の「相手に気持ちをくんでもら
おうとする表出」も反対行動が上回っていた。こ
れは、いやな気持を素直に訴えたり、自分の気持
ちを分かってもらおうとすることが少ないことを
意味していた。
　項目５の「情緒を素直に表現する表出」も反対
行動の方が上回っていた。悲しいときに素直に悲
しいと言って泣くこと、うれしいことや楽しいこ
とがあったら心から笑うことなどは、自分の気持
ちに素直になることであり、ありのままを表現し
て安心して過ごすためにもっとも大切にしなけれ
ばならないことである。
　自己受容ができて相手の気持ちが汲めるように
なるが、こうした自己受容がＭ幼稚園の園児には
十分ではないことが分かってきたのである。
　行動面の調査だけでは測定できないことが、今
回の方法で把握できるようになったと言える。
　
（３）　年齢による違いと特徴
　年齢ごとの違いや特徴を見てみたところ、次の
ような姿を推測することができた。
　①３歳児は、主に人にやさしくしたり、許して
あげたり、譲ったりなど軸にした思いやりの気持
ちをもって生活している。②４歳児は、やさしく
する、譲るなどの気持ちをもって生活をしながら
幼稚園教育における「思いやり」育成のための実践的研究 （63）
も、それができる場合とできないできない場合が
あり、その一方、相手に気持ちを分かってもらお
うとしたり、相手に関心を示したりなどの気持ち
を高めながら生活している。
　③５歳児は、４歳児でその芽生えを見せてきた
相手に理解してもらおうとする気持ちや関心を、
一層増大させながら生活し、また、相手の気持ち
や心を理解しようとして話しかけたり、相手の態
度や表情に関心を寄せ気持ちを推し量ろうとした
りする気持ちを高めながら生活している。こうし
た特徴や違いがあることが見て取れた。
７.　終わりに
　この研究を通して、「思いやり」の心や「思い
やり」の気持ちは行動面からだけでは把握しきれ
るものではないということを、確認することがで
きた。中には、反対行動として捉えられた行動の
内にも「思いやり」の気持ちに通じるものが含ま
れていることもあった。それはまだ子どもの中で
十分には高まっておらず、ただもやもやしている
ような状態で、反対行動のような様相をみせてい
ることもあった。
　幼稚園現場で必要となる教育としての「思いや
り」は、行動だけではなくそこに含まれた気持ち
こそ大事に扱わなければならない。行動にどんな
気持ちが潜んでいるのか、行動のもとになった気
持ちは何かをさらに大事にしなければならないと
感じられた。
　今回、研究対象としたＭ幼稚園は、教職経験を
十分にもったベテランがそろい、観察力や洞察力、
人間関係の把握力にも長けた教員が多い。このこ
とから、通常において観察をもとにした印象およ
び討議で十分な結果を得ることができると考えら
れた。しかし、実際に見えてきたものは、少々違
う姿だった。このことは、今回の方法が実態把握
の一つの方法として十分に効果を持つことを示し
ていると言える。
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